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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用紙を積載する用紙積載手段と、
凹凸形状を有する一対の圧着部材を有する綴じ手段とを備え、
前記用紙積載手段に積載された用紙束を前記綴じ手段によって綴じる圧着綴じ方式の用紙
綴じ装置において、
前記綴じ手段による前記用紙束の綴じ動作時に該用紙束に加わる圧力を検知する圧力検知
手段と、
前記圧力検知手段の検知結果に基づいて前記用紙束に所定の圧力が加えられているかを判
定する判定手段と、
前記判定手段の判定結果に応じて前記用紙束に所定の圧力が加えられていない場合に、前
記綴じ手段による綴じ動作を停止させる制御を行う制御手段とを有することを特徴とする
用紙綴じ装置。
【請求項２】
　請求項１の用紙綴じ装置において、
上記用紙積載手段に積載された用紙を整合する用紙整合手段とを有しており、
上記判定手段によって上記用紙束に所定の圧力が加わっていないと判定した場合には、上
記制御手段によって上記綴じ手段による綴じ動作を停止させ、前記用紙整合手段による整
合動作を実施後、該綴じ手段による綴じ動作を再開することを特徴とする用紙綴じ装置。
【請求項３】
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　請求項１または２の用紙綴じ装置において、
上記用紙積載手段に積載された用紙を排出する排出手段を有しており、
上記判定手段によって上記用紙束への圧力が一定時間経過後も所定の圧力より上昇し続け
ていると判定した場合には、上記制御手段によって上記綴じ手段による綴じ動作を停止さ
せ、前記用紙積載手段に積載された用紙束を前記排出手段により排出することを特徴とす
る用紙綴じ装置。
【請求項４】
　請求項３の用紙綴じ装置において、
上記判定手段によって上記用紙束への圧力が一定時間変動していないと判定した場合には
、上記制御手段によって上記綴じ手段による綴じ動作を停止させ、上記用紙積載手段に積
載された前記用紙束を上記排出手段により排出することを特徴とする用紙綴じ装置。
【請求項５】
　用紙束に対して綴じ処理を施す用紙綴じ装置を少なくとも備えた用紙処理装置において
、
前記用紙綴じ装置として、請求項１、２、３または４の用紙綴じ装置を用いたことを特徴
とする用紙処理装置。
【請求項６】
　用紙上に画像を形成する画像形成装置と、
前記画像形成装置によって画像が形成された用紙の束に綴じ処理を施す用紙綴じ装置を少
なくとも備えた用紙処理装置とを備えた画像形成システムにおいて、
前記用紙処理装置として、請求項５の用紙処理装置を用いたことを特徴とする画像形成シ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、用紙に綴じ処理を施す用紙綴じ装置、前記用紙綴じ装置を備えた用紙処理装
置、及び、前記用紙処理装置を備えた画像形成システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像形成システムとして、画像形成装置で画像が形成された用紙を用紙積載トレ
イに積載して用紙束とし、その用紙束に対して綴じ手段である綴じ具を用いて綴じ処理を
施す用紙綴じ装置が設けられた用紙処理装置を備えたものが知られている。
【０００３】
　特許文献１に記載の用紙処理装置には、金属針を用いずに用紙束を一対の凹凸形状を有
する圧着部材である圧着歯で強く噛み合わせることにより用紙の繊維を絡ませて、用紙同
士を圧着させることで用紙束を綴じる、圧着綴じ方式の用紙綴じ装置が設けられている。
金属針を用いずに圧着綴じで用紙束を綴じることにより、用紙束の廃棄時やシュレッター
をかけるときに、用紙束から金属針をはずす手間を省くことができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　用紙処理装置に設けられた用紙綴じ装置では、薄紙、普通紙、厚紙など厚みの異なる用
紙に対して綴じ処理を行うことが可能である。用紙綴じ装置は、用紙束の厚みが厚くなる
ほど、大きな力で一対の圧着歯を噛み合わせて用紙束を綴じる必要がある。そのため、画
像形成システムで用紙束に綴じ処理を行う場合には、用紙の種類や用紙束の用紙枚数を使
用者が入力し、用紙束の厚みから用紙綴じ装置の仕様上、綴じ処理が可能であれば綴じ処
理が行われる。
【０００５】
　しかしながら、使用者が入力した用紙とは異なる厚みの用紙が用いられていると、入力
された用紙の厚さよりも薄い用紙が用いられた場合には、用紙束を綴じる際の力が大き過
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ぎてしまう。そのため、過剰な力で綴じ動作が継続して行われ、大きな圧力が用紙束に掛
かり続けると用紙が破れる虞がある。一方、入力された用紙の厚さよりも厚い用紙が用い
られた場合には、用紙束を綴じる際の力の大きさが小さ過ぎてしまい、用紙束に掛かる圧
力が小さくなる。そのため、用紙束に対する圧着綴じが完了しないまま継続して綴じ動作
が行われてしまい、用紙綴じ装置に負荷が掛かり続けて用紙綴じ装置が故障する虞がある
。
【０００６】
　本発明は以上の問題点に鑑みなされたものであり、その目的は、異常な綴じ動作が継続
して行われるのを抑制できる用紙綴じ装置、前記用紙綴じ装置を備えた用紙処理装置、及
び、前記用紙処理装置を備えた画像形成システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、用紙を積載する用紙積載手段と、凹凸
形状を有する一対の圧着部材を有する綴じ手段とを備え、前記用紙積載手段に積載された
用紙束を前記綴じ手段によって綴じる圧着綴じ方式の用紙綴じ装置において、前記綴じ手
段による前記用紙束の綴じ動作時に該用紙束に加わる圧力を検知する圧力検知手段と、前
記圧力検知手段の検知結果に基づいて前記用紙束に所定の圧力が加えられているかを判定
する判定手段と、前記判定手段の判定結果に応じて前記用紙束に所定の圧力が加えられて
いない場合に、前記綴じ手段による綴じ動作を停止させる制御を行う制御手段とを有する
ことを特徴とするものである。
【０００８】
　本発明においては、綴じ手段による用紙束の綴じ動作時に、用紙束に所定の圧力が加え
られていない場合、綴じ手段による綴じ動作を停止させるので、大き過ぎたり小さ過ぎた
りする力で綴じ動作が継続して行われなくなる。これにより、所定の圧力よりも大きな圧
力が用紙束に掛かり続けて用紙が破れたり、用紙束に掛かる圧力が所定の圧力よりも小さ
くて圧着綴じが完了せず綴じ動作が継続して行われ装置に負荷が掛かり続けたりするのを
抑制できる。よって、異常な綴じ動作が継続して行われて、用紙破れや装置の故障が発生
するのを抑制することができる。
【発明の効果】
【０００９】
　以上、本発明によれば、異常な綴じ動作が継続して行われるのを抑制できるという優れ
た効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】用紙綴じ装置による用紙束綴じ処理の異常を判定するフローの一例を示すフロー
チャート。
【図２】実施形態に係る画像形成システムの概略構成図。
【図３】用紙後処理装置の制御に関するブロック図。
【図４】用紙後処理装置での圧着綴じ方法について説明する図。
【図５】圧着歯の凹凸形状について説明する図。
【図６】圧着歯による端部綴じ部の動作機構の一例を示す図。
【図７】端綴じ部での綴じ処理時における、モータの駆動量と用紙に加わる圧力との関係
を示すグラフ。
【図８】用紙綴じ装置の制御に係るブロック図。
【図９】（ａ）綴じＤＣモータを駆動させる目標速度を示すグラフ、（ｂ）高い加圧力時
に綴じＤＣモータを動かした場合の実動作波形を示すグラフ、（ｃ）低い加圧力時に綴じ
ＤＣモータを動かした場合の実動作波形を示すグラフ、（ｄ）速度変動回数の説明図。
【図１０】正常な綴じ動作が行えない場合の用紙束の状態の一例を示す図。
【図１１】用紙綴じ装置による用紙束綴じ処理の異常を判定するフローの他例を示すフロ
ーチャート。
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【図１２】用紙綴じ装置による用紙束綴じ処理の異常を判定するフローの他例を示すフロ
ーチャート。
【図１３】用紙綴じ装置による用紙束綴じ処理の異常を判定するフローの他例を示すフロ
ーチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を画像形成システムに適用した実施形態について説明する。なお、本発明
はこの実施形態に限定されるものではない。
【００１２】
　図２は実施形態に係る画像形成システムの概略構成図である。図２に示すように、画像
形成システム１は、画像形成装置２と、用紙処理装置としての用紙後処理装置３とを備え
ている。
【００１３】
　画像形成装置２と用紙後処理装置３とは、相互に通信可能に接続されている。画像形成
システム１では、画像形成装置２が用紙に画像を形成し、用紙後処理装置３が画像形成装
置２から用紙を受け入れて、受け入れた用紙に各種の用紙処理を施す。
【００１４】
　各種の用紙処理は、例えば、端部綴じ処理や中折り処理等である。中折り処理は中綴じ
処理を含む。本実施形態では、端部綴じ処理において、用紙後処理装置３は、針を用いず
に一対の圧着部材である圧着歯で強く噛み合わせて用紙繊維を絡ませ、用紙同士を圧着さ
せて用紙束を綴じる。
【００１５】
　このような各種の用紙処理を行う用紙後処理装置３は、動作モードとして、排出モード
と、端部綴じモードと、中折りモードとを有している。
【００１６】
　画像形成装置２は、公知の構成を有し、一例としては、電子写真方式のカラー画像形成
装置として構成することができる。画像形成装置２は、例えば、制御部や作像部、光書き
込み部、給紙部、給紙搬送路、画像読取部、中間転写部、定着部、排紙搬送路、両面搬送
路等（いずれも図示せず）を有して、用紙の片面または両面に画像を形成する。
【００１７】
　用紙後処理装置３には、画像形成装置２から排出された用紙を受け入れて当該用紙を排
紙トレイ１０に排出するための搬送経路Ｐｔ１が設けられている。また、搬送経路Ｐｔ１
から分岐して用紙束に端部綴じ処理等を施すための搬送経路Ｐｔ２と、搬送経路Ｐｔ２と
接続していて、用紙束に中綴じ中折り処理を施すための搬送経路Ｐｔ３とが設けられてい
る。各搬送経路Ｐｔ１，Ｐｔ２，Ｐｔ３は、例えばガイド部材（図示せず）等によって形
成されている。
【００１８】
　搬送経路Ｐｔ１には、入口ローラ１１、搬送ローラ１２，１３、排紙ローラ１４が搬送
経路Ｐｔ１の用紙搬送方向上流から下流に向けて順に配置されている。入口ローラ１１、
搬送ローラ１２，１３及び排紙ローラ１４は、不図示のモータによって回転駆動されて用
紙を搬送する。
【００１９】
　入口ローラ１１の用紙搬送方向上流には、入口センサ１５が配置されている。入口セン
サ１５は、用紙が用紙後処理装置３内へ搬入されたことを検知する。搬送ローラ１２の用
紙搬送方向下流には、例えばモータやソレノイドなどで駆動される回動可能な分岐爪１７
が配置されている。分岐爪１７は、回動してその位置を切り替えすることによって、搬送
経路Ｐｔ１における分岐爪１７の用紙搬送方向下流側の部分と搬送経路Ｐｔ２とのいずれ
か一方へ、用紙を選択的に案内する。
【００２０】
　排出モードでは、画像形成装置２から搬送経路Ｐｔ１に搬入された用紙は、入口ローラ
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１１、搬送ローラ１２，１３及び排紙ローラ１４によって搬送されて、排紙トレイ１０に
排出される。
【００２１】
　一方、端部綴じモード及び中折りモードでは、搬送経路Ｐｔ１に搬入された用紙は、入
口ローラ１１及び搬送ローラ１２によって搬送されて、分岐爪１７で進行方向を変えられ
て搬送経路Ｐｔ２へ搬送される。
【００２２】
　搬送経路Ｐｔ２には、搬送ローラ２０，２１，２２と、用紙積載トレイ２３と、第１の
ジョガーフェンス２４と、端部綴じ部（第１の綴じ部）２５とが配置されている。
【００２３】
　搬送ローラ２０，２１，２２は不図示のモータによって駆動されて用紙を搬送する。第
１のジョガーフェンス２４は、不図示のモータによって駆動される。
【００２４】
　また、用紙積載トレイ２３の用紙搬送方向下流には、例えばモータやソレノイドなどに
よって駆動される回動可能な分岐爪２６，２７が配置されている。分岐爪２６，２７は、
回動してその位置を切り替えすることによって、搬送経路Ｐｔ１における分岐爪１７の用
紙搬送方向下流側の部分と搬送経路Ｐｔ３とのいずれか一方へ、用紙を選択的に案内する
。
【００２５】
　端部綴じモードでは、順次、用紙積載トレイ２３上に用紙が集積される。これにより、
複数の用紙が積層された用紙束が形成される。この際、用紙はその後端が用紙積載トレイ
２３に設けられた第１の可動基準フェンス（図示せず）に当接し、用紙搬送方向位置が揃
えられるとともに、第１のジョガーフェンス２４によって幅方向位置が揃えられる。なお
、第１の可動基準フェンスは、モータによって駆動される。
【００２６】
　ここで、用紙積載トレイ２３、第１のジョガーフェンス２４及び第１の可動基準フェン
スは、複数の用紙を重ねて用紙束とする束化部として第１の束化部２８を構成している。
また、第１の束化部２８は、第１のジョガーフェンス２４を駆動するモータや第１の可動
基準フェンスを駆動するモータを含む。そして、用紙束は、第１の可動基準フェンスによ
って端部綴じ部２５へ搬送される。
【００２７】
　端部綴じ部２５では、凹凸形状をした一対の圧着歯が用紙束を挟んで配置されている。
用紙束がある状態で、一方の圧着歯を他方の圧着歯の方向に力をかける圧着綴じ方法によ
り、用紙束が綴じられる。なお、綴じ方についての詳細は後述する。
【００２８】
　端部がとじられた用紙束は、第１の可動基準フェンスによって搬送経路Ｐｔ１に搬送さ
れ、その後、搬送ローラ１３と排紙ローラ１４とによって搬送されて排紙トレイ１０に排
出される。
【００２９】
　ここで、排紙ローラ１４は、端部綴じ部２５によって綴じられた用紙束を排出する排紙
部の一例である。一方、中折りモードでは、搬送経路Ｐｔ２に搬送された用紙は、搬送ロ
ーラ２０，２１，２２及び第１の可動基準フェンスによって搬送経路Ｐｔ３へ搬送される
。
【００３０】
　搬送経路Ｐｔ３には、搬送ローラ３１，３２と中綴じ折り部３３とが配置されている。
搬送ローラ３１，３２は、不図示のモータに駆動されて用紙を搬送する。
【００３１】
　中綴じ折り部３３は、中折り部３４と、中綴じ部（第２の綴じ部）３５と第２の束化部
３６とを有している。中綴じ折り部３３は、綴じ部形成部の一例である。
【００３２】
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　搬送経路Ｐｔ３に搬送された用紙は、搬送ローラ３１，３２によって、順次、第２の束
化部３６に集積される。これにより、複数の用紙が積層された用紙束が形成される。つま
り、第２の束化部３６は、搬送部５１によって搬送された複数の用紙を重ねて用紙束とす
る。この際、用紙は、その前端が第２の可動基準フェンス３７に当接し、用紙搬送方向位
置が揃えられるとともに、第２のジョガーフェンス（図示せず）によって幅方向位置が揃
えられる。そして、用紙束は、中綴じ部３５によって、用紙搬送方向の中央部近傍が綴じ
られ、中綴じが施される。中綴じされた用紙束は、第２の可動基準フェンス３７によって
中折り位置まで戻される。なお、第２の可動基準フェンス３７は、不図示のモータによっ
て駆動される。
【００３３】
　中折り位置に移動した用紙束は、中折り部３４によって、用紙搬送方向の中央部で折ら
れ、中折りが施される。中折り部３４では、中折り位置に位置した用紙束の用紙搬送方向
中央部と対向するブレード３８が不図示のモータによって駆動され、図２の右から左へ移
動して、用紙束の用紙搬送方向中央部を折り曲げながら一対の押圧ローラ３９，４０の間
に押し込む。そして、折り曲げられた用紙束は、不図示のモータによって駆動される押圧
ローラ３９，４０によって上下から押圧される。このようにして折り曲げられた用紙束は
、押圧ローラ３９，４０と、不図示のモータによって駆動される排紙ローラ４１とよって
、排紙トレイ４２上に排紙される。
【００３４】
　ここで、入口ローラ１１、搬送ローラ１２，１３，２０，２１，２２，３１，３２、及
び、排紙ローラ１４，４１は、それらを駆動するモータとともに、搬送部５１を構成して
いる。また、分岐爪１７，２６，２７は、それらを駆動するモータまたはソレノイドとと
もに、経路切り替え部５２を構成している。
【００３５】
　図３は、用紙後処理装置３の制御に関するブロック図である。
　図３に示すように、用紙後処理装置３は制御部６６を備えている。制御部６６は、ＣＰ
Ｕ、記憶部及び通信インターフェース等を有するコンピュータである。制御部６６には、
入口センサ１５、端部綴じ部２５、第１の束化部２８、中綴じ折り部３３、搬送部５１及
び経路切り替え部５２等が接続されている。制御部６６のＣＰＵは、記憶部に記憶されて
いるプログラムに従って、用紙後処理装置３の各部を制御する。また、制御部６６は、画
像形成装置２の制御部とデータ通信可能に接続されている。
【００３６】
　図４、図５は、端部綴じ部２５などに設けられる、針なしステープル手段の一例である
圧着綴じ方法を用いた用紙綴じ装置６の要部の説明図である。
【００３７】
　図４を用いて用紙綴じ装置６での圧着綴じ方法について説明する。図４（ａ）に示すよ
うに、圧着綴じは凹凸形状がある一対の圧着歯である上圧着歯１０１と下圧着歯１０２と
が、用紙束を挟むように対向する位置に配置されている。そして、図４（ｂ）に示すよう
に、少なくとも一方の圧着歯を動かし、図４（ｃ）に示すように、上圧着歯１０１と下圧
着歯１０２とを用紙束を挟み込むように噛み合わせて用紙束に圧力を掛ける。そして、そ
の圧力を大きくしていくと、図４（ｄ）に示すように用紙に凹凸形状が転写され、用紙束
の綴じが完了する。この圧着綴じでは、凹凸の嵌合や、用紙間の繊維の絡まりや固着によ
り用紙束を綴じることが可能となる。
【００３８】
　上圧着歯１０１及び下圧着歯１０２の凹凸形状には、任意の角度の斜面部がある。また
、図５に示すように、凹凸形状の頂点部と谷部と互いの形状は異なっており、上圧着歯１
０１と下圧着歯１０２とが噛み合ったときに、例えば、上圧着歯１０１の頂点部と下圧着
歯１０２の谷部とが接触しないようになっている。この接触しない部分は、用紙間の斜面
部を圧着するために必要な隙間である。これにより、上圧着歯１０１及び下圧着歯１０２
の凹凸形状の斜面部のみで用紙束を圧着することになり、用紙間の結合を強くすることが
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できる。
【００３９】
　図６に用紙綴じ装置６の動作機構の一例を示す。
　この動作機構としては、上歯アーム１１１に上圧着歯１０１が配置され、上歯アーム１
１１に上圧着歯１０１が配置されており、下歯アーム１１２はアーム回転中心部１１３を
中心として回転可能に設けられている。
【００４０】
　上圧着歯１０１と下圧着歯１０２とを噛み合わせるときには、不図示の駆動源により、
ギヤ１１４を回転させることでカム駆動ギヤ１１５が回転し、そこに固定した歯押しカム
１１６が非線形の回転運動をする。これにより、下歯アーム１１２の下圧着歯１０２が配
置された側とは反対側の端部が、歯押しカム１１６によって押し下げられる。その結果、
下圧着歯１０２は上方向に動き上圧着歯１０１と接触し、上圧着歯１０１と下圧着歯１０
２とを噛み合わせることができる。また、下圧着歯１０２を元の位置に戻すために、歯戻
しバネ１１７が設置されている。
【００４１】
　なお、針なしステープル手段としては、前記圧着歯による圧着綴じ手段以外に接着剤綴
じ手段、半抜き綴じ手段、トナー方式綴じ手段、テープを使用したもの、紙製ステープル
などで綴じる手段がある。
【００４２】
　図７は、端部綴じ部２５での綴じ処理時における、モータの駆動量と用紙に加わる圧力
との関係を示すグラフである。図７中の区間（１）、区間（２）、区間（３）のそれぞれ
が、図３（ｂ）、図３（ｃ）、図３（ｄ）の各状態でのモータ駆動量と用紙に加わる圧力
との関係を示している。
【００４３】
　図８は用紙綴じ装置６の制御に係るブロック図である。用紙綴じ装置６に設けられた制
御部６６は、綴じ制御手段６２によって、綴じＤＣモータ６０を動作させるための綴じ駆
動部６１を制御して綴じＤＣモータ６０の動作を指示する。
【００４４】
　綴じ制御手段６２による綴じ駆動部６１の制御は、まず綴じＤＣモータ６０の変動を検
出する綴じモータ変動検出手段６３で検出した変動から、加圧力変動検出手段６４により
目標加圧力との比較結果を加圧力変動として算出する。そして、その算出結果をもとに異
常判定手段６５で加圧力が正常であるかを判定して、判定した結果に応じて綴じ制御手段
６２で綴じＤＣモータ６０の制御を行う。なお、モータ変動検出としては、綴じＤＣモー
タ６０の電流値変動や速度変動などが挙げられる。
【００４５】
　モータ変動検出の例として、綴じＤＣモータ６０の速度変動で行う場合について、図９
（ａ）、図９（ｂ）、図９（ｃ）、図９（ｄ）を用いて説明する。
【００４６】
　図９（ａ）、図９（ｂ）、図９（ｃ）は、綴じＤＣモータ６０の定速駆動に関する波形
である。図９（ａ）は綴じＤＣモータ６０を駆動させる目標速度であり、図９（ｂ）は高
い加圧力時に綴じＤＣモータ６０を動かした場合の実動作波形であり、図９（ｃ）は低い
加圧力時に綴じＤＣモータ６０を動かした場合の実動作波形の一例である。
【００４７】
　図９（ａ）と、図９（ｂ）または図９（ｃ）とを比較すると、実動作の速度は目標速度
に対してバラツキが見て取れる。
【００４８】
　次に、図９（ｂ）と図９（ｃ）とを比較すると、図９（ｂ）に示す加圧力が高い場合の
実動作波形の方が、図９（ｃ）に示す加圧力が低い場合の実動作波形よりも、目標速度に
対して大きな差異が発生する回数が多いことが分かる。
【００４９】
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　ここで、「目標速度に対する大きな差異」とは、図９（ｄ）で示す点線の範囲外まで速
度が変動したことであり、高い加圧力の場合は速度変動回数が多く、低い加圧力の場合は
速度変動回数が少なくなる（図９（ｄ）では速度変動回数が５回となる）。そのため、本
実施形態では、この特性を利用して用紙綴じ装置６による用紙束綴じ処理時の加圧力の判
定を行う。
【００５０】
　ここで、従来の圧着綴じ方式の用紙綴じ装置では、用紙束の位置や用紙の仕様などによ
り、正常な綴じ動作が行えず、用紙束が破れたり傷が付いたり、汚れたり、シワが発生し
て、用紙を無駄にしたり、用紙束を除去する手間が増えるという問題があった。
【００５１】
　図１０は、正常な綴じ動作が行えない場合の用紙束の状態の一例を示しており、用紙束
位置による綴じ不良について説明する。
【００５２】
　図１０に示すように用紙束の位置が綴じ範囲（圧着歯が用紙束と当接する範囲）からズ
レており、この状態では用紙束に対して綴じ処理を施すことができない。そのため、用紙
束の用紙がバラバラなままで次処理（搬送や排出）が行われ、用紙同士が邪魔をし合い、
搬送路上での引っ掛かりなどが原因で、用紙端部が折れ曲がる耳折れなどの現象が発生す
る虞がある。また、搬送されない用紙が残紙として判断され、処理が停止することで、使
用者に装置内から用紙の除去処理を負担させることになる。
【００５３】
　次に、用紙の仕様による綴じ不良について説明する。画像形成システムでは、用紙の厚
みや用紙束の枚数を使用者が指定し、指定された処理が可能であるかを判断している。し
かし、指定用紙とは異なる用紙が画像形成装置の給紙トレイにセットされている場合など
があり、処理を実施しようとしても、正常な綴じ処理が行えない場合がある。無理に綴じ
処理を実施すると、用紙綴じ装置の圧着歯が必要以上に強く押し付けられることで、用紙
に破れやシワなどが発生する。また、綴じ処理が完了せず、綴じ処理が停止となり、使用
者に装置内から用紙の除去処理を負担させることになる。
【００５４】
　そのため、本実施形態では、異常な綴じ動作が継続して行われるのを抑制できるように
用紙綴じ装置６を構成している。
【００５５】
　図１に用紙綴じ装置６による用紙束綴じ処理の異常を判定するフローの一例を示す。な
お、本フローは、図７が示す特性がみられる綴じ動作や、図３（ｂ）、図３（ｃ）、図３
（ｄ）の動作で説明している。
【００５６】
　まず、用紙後処理装置３での綴じ処理が設定される（Ｓ１）。次に、端部綴じ部２５に
画像形成済みの用紙が搬送されてくる（Ｓ２）。端部綴じ部２５に用紙が到達したら、用
紙綴じ装置６の綴じＤＣモータ６０を駆動させ用紙綴じ装置６による用紙束の綴じ処理を
開始する（Ｓ３）。そして、綴じＤＣモータ６０の変動計測を開始する（Ｓ４）。
【００５７】
　なお、変動結果として、一時結果をＮ、最新の結果をｎ１、ひとつ前の結果をｎ２とす
る。
【００５８】
　綴じＤＣモータ６０の変動を随時監視し（Ｓ５）、綴じＤＣモータ６０に変動があれば
（Ｓ５でＹＥＳ）、変動結果をＮとして、ひとつ前の結果を反映（ｎ２＝ｎ１）し（Ｓ６
）、一時結果を最新結果に反映（ｎ１＝Ｎ）する（Ｓ７）。そして、駆動開始から一定距
離を駆動したかを判定する（Ｓ８）。なお、綴じＤＣモータ６０の変動を随時監視し（Ｓ
５）、綴じＤＣモータ６０に変動がない場合にも（Ｓ５でＮＯ）、駆動開始から一定距離
を駆動したかを判定する（Ｓ８）。駆動開始から一定距離を駆動していれば（Ｓ８でＹＥ
Ｓ）、綴じＤＣモータ６０の変動計測を終了する（Ｓ９）。一方、駆動開始から一定距離
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を駆動していなければ（Ｓ８でＮＯ）、綴じＤＣモータ６０の変動計測を継続して行う。
【００５９】
　綴じＤＣモータ６０の変動計測を終了した後、ｎ１とｎ２とを比較して、加圧力に異常
があるかを判定する（Ｓ１０）。異常無しと判定された場合には（Ｓ１０でＹＥＳ）、綴
じ処理を継続して行う。一方、異常有りと判定された場合には（Ｓ１０でＮＯ）、後述す
る異常処理の制御を実行する。
【００６０】
　＜異常処理＞
　まず、綴じＤＣモータ６０を停止する（Ｓ１’）。次に、綴じＤＣモータ６０を初期位
置まで移動させ、用紙束を解放する（Ｓ２’）。そして、解放された用紙束に排出処理を
実施する（Ｓ３’）。
【００６１】
　このように、異常有りと判定された場合には、無理やり綴じ処理を続行しないので、用
紙への大きなダメージが発生しない。また、異常時にも用紙束が排出されるため、ユーザ
ーが装置内から用紙束を除去処理する手間を省くことができる。
【００６２】
　図１１に用紙綴じ装置６による用紙束綴じ処理の異常を判定するフローの他例を示す。
　図７の区間（１）では、圧着歯が用紙束に接触して、徐々に用紙を押し込んでいく状態
である。動作としては、図３（ｂ）に示すように圧着歯が用紙に接触し、用紙表面に力が
加わった状態ある。この際、異常を判定する制御のフローは、図１１に示すフローチャー
トに従い、以下のようになる。
【００６３】
　まず、用紙後処理装置３での綴じ処理が設定される（Ｓ１）。次に、端部綴じ部２５に
画像形成済みの用紙が搬送されてくる（Ｓ２）。端部綴じ部２５に用紙が到達したら、用
紙束を整合手段で整合する（Ｓ３）。用紙束の整合が終わったら、用紙綴じ装置６の綴じ
ＤＣモータ６０を駆動させ用紙綴じ装置６による用紙束の綴じ処理を開始する（Ｓ４）。
そして、綴じＤＣモータ６０の変動計測を開始する（Ｓ５）。
【００６４】
　なお、変動結果として、一時結果をＮ、最新の結果をｎ１、ひとつ前の結果をｎ２とす
る。
【００６５】
　綴じＤＣモータ６０の変動を随時監視し（Ｓ６）、綴じＤＣモータ６０に変動があれば
（Ｓ６でＹＥＳ）、変動結果をＮとして、ひとつ前の結果を反映（ｎ２＝ｎ１）し（Ｓ７
）、一時結果を最新結果に反映（ｎ１＝Ｎ）する（Ｓ８）。そして、駆動開始から一定距
離を駆動したかを判定する（Ｓ９）。なお、綴じＤＣモータ６０の変動を随時監視し（Ｓ
６）、綴じＤＣモータ６０に変動がない場合にも（Ｓ６でＮＯ）、駆動開始から一定距離
を駆動したかを判定する（Ｓ９）。駆動開始から一定距離を駆動していれば（Ｓ９でＹＥ
Ｓ）、綴じＤＣモータ６０の変動計測を終了する（Ｓ１０）。一方、駆動開始から一定距
離を駆動していなければ（Ｓ９でＮＯ）、綴じＤＣモータ６０の変動計測を継続して行う
。
【００６６】
　綴じＤＣモータ６０の変動計測を終了した後、ｎ１とｎ２とを比較して、加圧力に異常
があるかを判定する（Ｓ１１）。ｎ１＞ｎ２の場合には異常無しと判定し（Ｓ１１でＹＥ
Ｓ）、綴じ処理を継続して行う。一方、ｎ１＞ｎ２ではない場合、すなわち、ｎ１≦ｎ２
の場合には異常有りと判定し（Ｓ１１でＮＯ）、異常処理中であるかどうかを判定する（
Ｓ１２）。異常処理中である場合には（Ｓ１２でＹＥＳ）、処理状態フラグをＥＸ＝０と
して（Ｓ１３）、後述する異常処理の制御を実行する。一方、異常処理中でない場合には
（Ｓ１２でＮＯ）、処理状態フラグをＥＸ＝１として（Ｓ１４）、後述する異常処理の制
御を実行する。
【００６７】
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　＜異常処理＞
　まじ、綴じＤＣモータ６０を停止する（Ｓ１’）。次に、綴じＤＣモータ６０を初期位
置まで移動させ、用紙束を解放する（Ｓ２’）。そして、処理フラグを判定し（Ｓ３’）
、ＥＸ＝０の場合には（Ｓ３’でＹＥＳ）、解放された用紙束に排出処理を実施する（Ｓ
４’）。一方、処理フラグを判定し（Ｓ３’）、ＥＸ＝０でない場合、すなわち、ＥＸ＝
１の場合には（Ｓ３’でＮＯ）、通常の綴じ処理の制御フローに戻って用紙束の整合を行
い（Ｓ３）、一連の制御を繰り返し行う。
【００６８】
　これにより、圧着歯に対して確実に用紙束が整合されるため、綴じ位置がズレたり、用
紙１枚だけに綴じ処理されるような綴じ不良の発生を抑制することができる。
【００６９】
　図１２に用紙綴じ装置６による用紙束綴じ処理の異常を判定するフローの他例を示す。
　図７の区間（１）と区間（２）とでは、用紙束が圧着歯の形状に合わせて、徐々に変形
していく状態である。動作としては、図３（ｂ）に示す状態から始まり図３（ｃ）に示す
ように用紙が圧着歯の形状に沿うように変形する前までである。この際、異常を判定する
制御のフローは、図１２に示すフローチャートに従い、以下のようになる。
【００７０】
　まず、用紙後処理装置３での綴じ処理が設定される（Ｓ１）。次に、端部綴じ部２５に
画像形成済みの用紙が搬送されてくる（Ｓ２）。端部綴じ部２５に用紙が到達したら、用
紙束を整合手段で整合する（Ｓ３）。用紙束の整合が終わったら、用紙綴じ装置６の綴じ
ＤＣモータ６０を駆動させ用紙綴じ装置６による用紙束の綴じ処理を開始する（Ｓ４）。
そして、綴じＤＣモータ６０の変動計測を開始する（Ｓ５）。
【００７１】
　なお、変動結果として、一時結果をＮ、最新の結果をｎ１、ひとつ前の結果をｎ２とす
る。
【００７２】
　綴じＤＣモータ６０の変動を随時監視し（Ｓ６）、綴じＤＣモータ６０に変動があれば
（Ｓ６でＹＥＳ）、変動結果をＮとして、ひとつ前の結果を反映（ｎ２＝ｎ１）し（Ｓ７
）、一時結果を最新結果に反映（ｎ１＝Ｎ）する（Ｓ８）。そして、駆動開始から一定距
離を駆動したかを判定する（Ｓ９）。なお、綴じＤＣモータ６０の変動を随時監視し（Ｓ
６）、綴じＤＣモータ６０に変動がない場合にも（Ｓ６でＮＯ）、駆動開始から一定距離
を駆動したかを判定する（Ｓ９）。駆動開始から一定距離を駆動していれば（Ｓ９でＹＥ
Ｓ）、綴じＤＣモータ６０の変動計測を終了する（Ｓ１０）。一方、駆動開始から一定距
離を駆動していなければ（Ｓ９でＮＯ）、綴じＤＣモータ６０の変動計測を継続して行う
。
【００７３】
　綴じＤＣモータ６０の変動計測を終了した後、ｎ１とｎ２とを比較して、加圧力に異常
があるかを判定する（Ｓ１１）。ｎ１＜ｎ２の場合には異常無しと判定し（Ｓ１１でＹＥ
Ｓ）、綴じ処理を継続して行う。一方、ｎ１＜ｎ２でない場合、すなわち、ｎ１≧ｎ２の
場合には異常有りと判定し（Ｓ１１でＮＯ）、後述する異常処理の制御を実行する。
【００７４】
　＜異常処理＞
　まず、綴じＤＣモータ６０を停止する（Ｓ１’）。次に、綴じＤＣモータ６０を初期位
置まで移動させ、用紙束を解放する（Ｓ２’）。そして、解放された用紙束に排出処理を
実施する（Ｓ３’）。
【００７５】
　これにより、無理やり綴じ処理を続行しないため、圧着歯による用紙表面での破れが発
生するのを抑制することができる。また、異常時にも用紙束が排出されるため、ユーザー
が装置内から用紙束を除去処理する手間を省くことができる。
【００７６】
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　図１３に用紙綴じ装置６による用紙束綴じ処理の異常を判定するフローの他例を示す。
　図７の区間（２）と区間（３）とでは、用紙束が圧着歯の形状に合わせて、押しつぶさ
れていく状態である。動作としては、図３（ｃ）の状態から始まり図３（ｄ）のように用
紙が圧着歯の形状に沿うように変形する前までである。この際、異常を判定する制御のフ
ローは、図１３に示すフローチャートに従い、以下のようになる。
【００７７】
　まず、用紙後処理装置３での綴じ処理が設定される（Ｓ１）。次に、端部綴じ部２５に
画像形成済みの用紙が搬送されてくる（Ｓ２）。端部綴じ部２５に用紙が到達したら、用
紙束を整合手段で整合する（Ｓ３）。用紙束の整合が終わったら、用紙綴じ装置６の綴じ
ＤＣモータ６０を駆動させ、用紙綴じ装置６による用紙束の綴じ処理を開始する（Ｓ４）
。そして、綴じＤＣモータ６０の変動計測を開始する（Ｓ５）。
【００７８】
　なお、変動結果として、一時結果をＮ、最新の結果をｎ１、ひとつ前の結果をｎ２とす
る。
【００７９】
　綴じＤＣモータ６０の変動を随時監視し（Ｓ６）、綴じＤＣモータ６０に変動があれば
（Ｓ６でＹＥＳ）、変動結果をＮとして、ひとつ前の結果を反映（ｎ２＝ｎ１）し（Ｓ７
）、一時結果を最新結果に反映（ｎ１＝Ｎ）する（Ｓ８）。そして、駆動開始から一定距
離を駆動したかを判定する（Ｓ９）。なお、綴じＤＣモータ６０の変動を随時監視し（Ｓ
６）、綴じＤＣモータ６０に変動がない場合にも（Ｓ６でＮＯ）、駆動開始から一定距離
を駆動したかを判定する（Ｓ９）。駆動開始から一定距離を駆動していれば（Ｓ９でＹＥ
Ｓ）、綴じＤＣモータ６０の変動計測を終了する（Ｓ１０）。一方、駆動開始から一定距
離を駆動していなければ（Ｓ９でＮＯ）、綴じＤＣモータ６０の変動計測を継続して行う
。
【００８０】
　綴じＤＣモータ６０の変動計測を終了した後、ｎ１とｎ２とを比較して、加圧力に異常
があるかを判定する（Ｓ１１）。ｎ１＞ｎ２の場合には異常無しと判定し（Ｓ１１でＹＥ
Ｓ）、綴じ処理を継続して行う。一方、ｎ１＞ｎ２でない場合、すなわち、ｎ１≦ｎ２の
場合には異常有りと判定し（Ｓ１１でＮＯ）、後述する異常処理の制御を実行する。
【００８１】
　＜異常処理＞
　まず、綴じＤＣモータ６０を停止する（Ｓ１’）。次に、綴じＤＣモータ６０を初期位
置まで移動させ、用紙束を解放する（Ｓ２’）。そして、解放された用紙束に排出処理を
実施する（Ｓ３’）。
【００８２】
　これにより、無理やり綴じ処理を続行しないため、圧着歯による用紙束のシワや破れが
発生するのを抑制することができる。また、異常時にも用紙束が排出されるため、ユーザ
ーが装置内から用紙束を除去処理する手間を省くことができる。
【００８３】
　以上に説明したものは一例であり、本発明は、次の態様毎に特有の効果を奏する。
（態様Ａ）
　用紙を積載する用紙積載トレイ２３などの用紙積載手段と、凹凸形状を有する一対の上
圧着歯１０１及び下圧着歯１０２などの圧着部材を有する綴じ手段とを備え、前記用紙積
載手段に積載された用紙束を前記綴じ手段によって綴じる圧着綴じ方式の用紙綴じ装置６
などの用紙綴じ装置において、前記綴じ手段による前記用紙束の綴じ動作時に用紙束に加
わる圧力を検知する綴じモータ変動検出手段６３や加圧力変動検出手段６４などの圧力検
知手段と、前記圧力検知手段の検知結果に基づいて前記用紙束に所定の圧力が加えられて
いるかを判定する異常判定手段６５などの判定手段と、前記判定手段の判定結果に応じて
前記用紙束に所定の圧力が加えられていない場合に、前記綴じ手段による綴じ動作を停止
させる制御を行う綴じ制御手段などの制御手段とを有する。これよれば、上記実施形態に
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ついて説明したように、異常な綴じ動作が継続して行われるのを抑制することができる。
（態様Ｂ）
　（態様Ａ）において、上記用紙積載手段に積載された用紙を整合する第１のジョガーフ
ェンス２４などの用紙整合手段とを有しており、上記判定手段によって上記用紙束に所定
の圧力が加わっていないと判定した場合には、上記制御手段によって上記綴じ手段による
綴じ動作を停止させ、前記用紙整合手段による整合動作を実施後、綴じ手段による綴じ動
作を再開する。これによれば、上記実施形態について説明したように、整合不良のままで
用紙束を綴じないので、用紙端部などが折れるなどの綴じ不良の発生を抑えることができ
る。
（態様Ｃ）
　（態様Ａ）または（態様Ｂ）において、上記用紙積載手段に積載された用紙を排出する
排出手段を有しており、上記判定手段によって上記用紙束への圧力が一定時間経過後も所
定の圧力より上昇し続けていると判定した場合には、上記制御手段によって上記綴じ手段
による綴じ動作を停止させ、前記用紙積載手段に積載された用紙束を前記排出手段により
排出する。これによれば、上記実施形態について説明したように、種類の異なる用紙の混
載や設定ミスなどで用紙綴じ装置の仕様を超えていても、圧着歯によって用紙に破れが発
生するのを抑制することができる。
（態様Ｄ）
　（態様Ａ）、（態様Ｂ）または（態様Ｃ）において、上記判定手段によって上記用紙束
への圧力が一定時間変動していないと判定した場合には、上記制御手段によって上記綴じ
手段による綴じ動作を停止させ、上記用紙積載手段に積載された前記用紙束を上記排出手
段により排出する。これによれば、上記実施形態について説明したように、種類の異なる
用紙の混載や設定ミスなどで用紙綴じ装置の仕様を超えていても、圧着歯によって用紙に
破れが発生するのを抑制することができる。
（態様Ｅ）
　用紙束に対して綴じ処理を施す用紙綴じ装置を少なくとも備えた用紙後処理装置３など
の用紙処理装置において、前記用紙綴じ装置として、（態様Ａ）、（態様Ｂ）、（態様Ｃ
）または（態様Ｄ）の用紙綴じ装置を用いた。これによれば、上記実施形態について説明
したように、異常な綴じ動作が継続して行われるのを抑制し、良好な綴じ処理を行うこと
ができる。
（態様Ｆ）
　用紙上に画像を形成する画像形成装置２などの画像形成装置と、前記画像形成装置によ
って画像が形成された用紙の束に綴じ処理を施す用紙綴じ装置を少なくとも備えた用紙後
処理装置３などの用紙処理装置とを備えた画像形成システム１などの画像形成システムに
おいて、前記用紙処理装置として、（態様Ｅ）の用紙処理装置を用いた。これによれば、
上記実施形態について説明したように、異常な綴じ動作が継続して行われるのを抑制し、
画像が形成された用紙の束に対して良好な綴じ処理を行うことができる。
【符号の説明】
【００８４】
　１　　　画像形成システム
　２　　　画像形成装置
　３　　　用紙後処理装置
　６　　　用紙綴じ装置
　１０　　排紙トレイ
　１１　　入口ローラ
　１２　　搬送ローラ
　１３　　搬送ローラ
　１４　　排紙ローラ
　１５　　入口センサ
　１７　　分岐爪
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　２０　　搬送ローラ
　２１　　搬送ローラ
　２２　　搬送ローラ
　２３　　用紙積載トレイ
　２４　　ジョガーフェンス
　２５　　端部綴じ部
　２６　　分岐爪
　２７　　分岐爪
　２８　　束化部
　３１　　搬送ローラ
　３２　　搬送ローラ
　３３　　中綴じ折り部
　３４　　中折り部
　３５　　中綴じ部
　３６　　束化部
　３７　　可動基準フェンス
　３８　　ブレード
　３９　　押圧ローラ
　４０　　押圧ローラ
　４１　　排紙ローラ
　４２　　排紙トレイ
　５１　　搬送部
　５２　　経路切り替え部
　６０　　綴じＤＣモータ
　６１　　綴じ駆動部
　６２　　綴じ制御手段
　６３　　綴じモータ変動検出手段
　６４　　加圧力変動検出手段
　６５　　異常判定手段
　６６　　制御部
　１０１　上圧着歯
　１０２　下圧着歯
　１１１　上歯アーム
　１１２　下歯アーム
　１１３　アーム回転中心部
　１１４　ギヤ
　１１５　カム駆動ギヤ
　１１６　歯押しカム
　１１７　歯戻しバネ
【先行技術文献】
【特許文献】
【００８５】
【特許文献１】特開２０１０－１８４７６９号公報
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